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CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉ 

 

 

 
ỊẳỜỆ 
 
認定情報技術者(CITP：Certified IT Professional)は平成 26 年度より情報処理学会が

創設したプロフェッショࢼル IT 人ᮦ認証制度である。 
 

CITP 制度の目的は➨一に「㧗度な能力をᣢつ情報技術者をྍ視し、その社会的ᆅ位の

確立を図ること」である。つまり IT技術者に対し⮬Ⓨ的に技術ྥ上をಁすともに、IT技術

者の能力をᐈほ的に評価するᑻ度を提౪することにある。  
 

IT ศ㔝の技術進Ṍの㏿さはこれまでもドッグイࣖーとばれてきたが、シࣜコンバレー

がもたらす◚ቯ的なࣅジネスኚのスࣆードはさらに㏿い。このような業界で必要とされ

るプロフェッショࢼル IT人ᮦには、ࣔࢳベーションが㧗く、⮬らアンࢼࢸを立て⮬ら学び

常にኚに㏣㝶してࡺく、͆トップ࢞ン͇が必要となる。 
 

本書は CITP にᣮᡓし、学び続ける技術࢚ࣜートの㐨をṌみ始めるためのᡭᘬきとして、

CITPコࢸࢽ࣑ࣗがまとめたものである。 
 

CITPコࢸࢽ࣑ࣗ 「知」のⓎಙ専門㒊会 

2017年 12᭶ 
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1.1 ᛐܭ↝ 4 ↓↝∃⇊∙⇮ 

認定情報技術者（CITP）の⏦ㄳ案内にはୗグのようにゎㄝされている。 
 

「CITP とは、IT スキル標準（ITSS）のレベル 4 以上に相当する知識とスキルを保有

し、それを業ົでⓎしているとඹに、技術のⓎᒎや後進の⫱成などの社会㈉⊩を行

っていると認定を受けた技術者です。 

このㄝ᫂から 

ձ知識を保有 

ղスキルを保有 

ճ業ົで知識࣭スキルをⓎしている(ࣅジネス㈉⊩) 

մ技術のⓎᒎや後進の⫱成などの社会㈉⊩を行っている（プロフェッショࢼル㈉⊩） 

の㸲つのほ点で、レベル 4以上が必要ということになる。 
 

ではレベル 4以上とはどういうことか㸽 同ࡌく⏦ㄳ案内では、 

IT スキル標準のレベル 4 とはプロフェッショࢼルとしてスキルの専門ศ㔝が確立し、

⮬らのスキルを活用することによって、⊂力で業ົ上の課題のⓎぢとゎỴをࣜードす

るレベル。社内において、プロフェッショࢼルとして求められる経㦂の知識とその

ᛂ用（後進⫱成）に㈉⊩しており、ࣁイレベルのプレーࣖとして認められる。スキル

㛤Ⓨにおいても⮬らのスキルの研鑽を継続することが求められる（IT スキル標準よ

り）」 
 

となっており、 

࣭⊂力で業ົ上の課題のⓎぢとゎỴをࣜードできる 

 ࣭社内においてプロフェッショࢼルとして求められる経㦂の知識とそのᛂ用（後進

⫱成）に㈉⊩ 

 ࣭⮬らのスキルの研鑽を継続している 

ことが求められる。 
 

これらをまとめると、CITPの認定には以ୗの 4つがポイントになる(図㸯)。 

Ⅎჷᜤ 

ℳݦᧉЎ↝⇟⇓∑ 

プロフェッショࢼルとしてスキルの専門ศ㔝が確立している 
ℴ⇹⇞⇳⇟ᝡྂ 

プロジェクトの成ຌの経㦂と実⦼などのࣅジネス成果に対する㈉⊩。⊂力で業ົ上の

課題のⓎぢとゎỴをࣜードできる。 

 ℵ⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ 

専門技術のྥ上による社内እの㈉⊩、後進⫱成や技術の継ᢎなどのプロフェッショ

 。ルとしての㈉⊩。⮬らのスキルの研鑽を継続することができるࢼ

この 4つのポイントについてその意と⏦ㄳ書での対ᛂ項目を順にゎㄝする。 

 

2 
 

ᇹ 1 ᇘ 
 

IT ২ᘐᎍ↝ 

⇟⇓∑∝Ꮱщ⇁↘↝↷ⅵ↚ӧᙻ҄ↈ↺↝≢ 
 

人間の能力をྍ視しレベルにᛂࡌて認証することは一般的には非常に㞴しい。 

ᖾい、IT技術者の場合、国際標準に準拠した ITスキル標準（ITSS）が⟇定されており、

これによりྍ視するようになっている。そのᴫ要をㄝ᫂する。 
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ITSS ≕ ↗ᛐܭऴإ২ᘐᎍ↝᧙̞ 

 

1.2 ჷᜤ 

 ITSS の知識レベルと情報処理ヨ㦂は連携しており、レベル㸲の知識は㧗度情報処理ヨ㦂

の合格により証᫂できる。⏦ㄳ⫋✀に必要な㧗度情報処理ヨ㦂は図㸰の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CITP ≔ Ꮀᆔ↗ဎᛪ↚࣏ᙲ↙ऴإϼྸ২ᘐᎍᚾ᬴∝ऴإϼྸܤμᄩ̬ૅੲٟᚾ᬴ 
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 ᧉЎ⇟⇓∑⅚⇹⇞⇳⇟ᝡྂ⅚⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ↝ᘙྵ૾ඥݦ 1.3

4つのポイントの内、ṧりの 3 つ（ղ専門ศ㔝のスキル、ճࣅジネス㈉⊩、մプロフェッ

ショࢼル㈉⊩）は ITSSの基準で表現する。ITSSは 3㒊ᵓ成となっており、ճࣅジネス㈉

⊩࣭մプロフェッショࢼル㈉⊩は 2㒊キࣕࣜア⦅のᢋࡇਦとして定義されている。ま

た、ղ専門ศ㔝のスキルは 3㒊スキル⦅の⇟⇓∑༌ᢋࡇとして定義されている(図 3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 ITSS ↝ನ 

 

⏦ㄳ者はⅤ⇓∉∐⇈ℋᢋࡇਦⅥとⅤ⇟⇓∑ℋ⇟⇓∑༌ᢋࡇⅥの基準を満たすことが

求められる。理ゎをຓけるため、アプࣜࢣーションス࣌シࣕࣜスト࣭レベル 4のලయ的な

基準を図 4に♧すが、ḟ࣌ージからよりヲしくゎㄝする。 
 

 

 

 

 

 

 

⇓∉∐⇈≋ᢋࡇਦ≌ ⇟⇓∑≋⇟⇓∑༌ᢋࡇ≌ 

㈐௵：㛤Ⓨࢳームࣜーࢲとして 

実⦼：⮳㏆ 5年以内のプロジェクトを 

2ᅇ以上 

」㞧性：8つの」㞧性要件の୰から 

2項目以上 

 3人以上：ࢬイࢧ

を成ຌに㐩成した経㦂を有する 

㛤Ⓨࢳームࣜーࢲとして 

ඹ通スキル（業ົศᯒ、ࢸクࣀロジ、ࢨࢹ

イン等）およびᅛ有スキル（業ົシスࢸム

ᵓ⠏等） 

をⓎできる 

 ࡇਦ↗⇟⇓∑༌ᢋࡇᢋ↝≌≗∑⇿−≋⇮⇟∐∌⇝∀⇟∙∊⇝∞⇗∐⇽⇈ ≗

 

 

⇓∉∐⇈ 

ᢋࡇਦ 

⇟⇓∑ 

⇟⇓∑༌ᢋࡇ 

ℴ⇹⇞⇳⇟ᝡྂ 

ℵ⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ 

 
ℳݦᧉЎ↝⇟⇓∑ 
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1.4 ᢋࡇਦ↗↞ 

(1)⇹⇞⇳⇟ᝡྂ↗⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ 

㐩成度指標は、ࣅジネスを成ຌさせる人ᮦをྍ視するために㸰つの㈉⊩に↔点をあて

ている。➨一はプロジェクトの成ຌの経㦂と実⦼などࣅジネスに対する㈉⊩を♧すࣅジネ

ス㈉⊩、➨二は専門技術のྥ上による社内እの㈉⊩や後進⫱成や技術の継ᢎといったプ

ロフェッショࢼルとしての㈉⊩を♧すプロフェッショࢼル㈉⊩である(図 5)。 

この 2つの㈉⊩のලయ的内ᐜは⫋✀によって␗なっており、ヲ⣽は「ITスキル標準 V3 

2011 2㒊キࣕࣜア⦅」⿵㊊ B（࣌ージ 17㹼56）を参↷のこと。 

以㝆、アプࣜࢣーションス࣌シࣕࣜストをにㄝ᫂する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 ⇹⇞⇳⇟ᝡྂ↗⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ 

 

(2)⇹⇞⇳⇟ᝡྂ↝ਦ 

ジネス㈉⊩は、ᢸ当したプロジェクトにおける㈐௵の重さを♧す㈐௵性、プロジェクࣅ

トの㞴᫆度を表す」㞧性、およびࢧイࢬという㸱つの指標で評価する(図㸴)。 
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 ⅚ᝡྂ↝↧ٳᧉ২ᘐ↝Ӽɥ↚↷↺ᅈϋݦ

 ᡶᏋ↳২ᘐ↝ዒ১ࢸ

⇽∓⇞⇍⇕⇮↝ы↝ኺ᬴↗ܱጚ 

 ≌⋅⊾⋘⊭⊽⋡⋎⊾⋟⊯⊽⊰⊺⋘⋡≃⊳≋ᝡྂ↝≖↓↝ਦ⇟⇳⇞⇹ ≙
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∝ᝧ˓ࣱ 

プロジェクトయの㈐௵者として、あるいはࣈࢧプロジェクトの㈐௵者として、もし

くはメンバとして対ᛂしたかによって㈐௵の重さが㐪う。その対ᛂすべき立場の㈐௵性

をレベルࡈとに設定している(図㸵)。 

レベル 4はࢳームのࣜーࢲとしてプロジェクトを㸰ᅇ以上成ຌさせた実⦼が必要。 

（内㸯ᅇ以上はレベル㸲、はレベル㸱以上の」㞧性、ࢧイࢬ相当） 
 

∝ᙐᩃࣱ 

プロジェクトの㞴᫆度を表す要⣲である。新規性、࣑ッションクࣜ࢝ࢸル性、国際

的認知性等8つの項目を定義しており、レベルࡈとに必要な」㞧性のᩘを設定している。 
レベル 4は 2項目以上となっている。 
 
∝⇛⇊⇠ 

プロジェクトの規ᶍを表す要⣲である。プロジェクト規ᶍ（：必要とする要員のᩘ

が 10 人か 50 人か 100 人か㸽）、あるいはࣅジネス規ᶍ（：必要とされるண⟬㔠㢠が 1

൨か、10൨か、50൨か㸽）をレベルࡈとに᫂♧している。 

レベル 4は 3人以上となっている。 
 

(3)⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ↝ਦ 

プロフェッショࢼル㈉⊩は、技術者の保有する専門性（専門ศ㔝別主要ࢸー࣐）、㈉⊩

度合い、技術継ᢎ実⦼（技術の継ᢎに関する実⦼度）、後進の⫱成の㸲つの指標で評価

する（図㸵）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≌⋅⊾⋘⊭⊽⋡⋎⊾⋟⊯⊽⊰⊺⋘⋡≃⊳≋ᝡྂ↝≗↓↝ਦ∑⇰∊⇝⇩⇍⇻∓⇽ ≚

 

 （࣐ーࢸ専門ศ㔝別主要）ᧉࣱݦ∝

各専門ศ㔝ࡈとの主要ࢸー࣐を♧し、それらの専門性のᙳ㡪度合をレベルࡈとに定
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義している。主要ࢸー࣐は⫋✀によって␗なるため、「ITスキル標準 V3 2011 2㒊キࣕ

ࣜア⦅」⿵㊊ B（࣌ージ 17㹼56）を参↷のこと。 

Ὁᝡྂࡇӳẟ 

レベル 6 は業界に㈉⊩、レベル 5は社内に㈉⊩、そしてレベル 4は「㧗度な専門性を

有し、後進を指導している」ことが求められる。 
 

Ὁ২ᘐዒ১ܱጚ 

ୗグ㸵つの活動ศ㔝（⫋✀ඹ通）の内、レベルࡈとに必要᮲件ᩘを᫂♧している。 

レベル 4の場合ᑡなくとも一つの項目が必要である。 

 ⴭ書ڧ 活動ࢸࢽ࣑ࣗルコࢼ学会,ጤ員会等プロフェッショڧ

 特チฟ㢪ڧ 社内ㅮᖌڧ 社እㅮᖌڧ 社内ㄽᩥ掲㍕ڧ 社እㄽᩥ掲㍕ڧ
 

ὉࢸᡶỉᏋ 

レベル㸲は「後進の⫱成（メンࣜࢱング、コーࢳング等）を必㡲としている。 

 

1.5 ⇟⇓∑༌ᢋࡇ↗↞ 

ࠗ専門ศ㔝のスキル を࠘表現する指標が「スキル項目」、「スキル⇍㐩度」である（図㸷）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ࡇႸ↗⇟⇓∑༌ᢋ∑⇓⇟ ≜

 
(1)⇟⇓∑Ⴘ 

「スキル項目」は、技術者がᣢつ専門ศ㔝のスキルを定義したもので、⫋✀ඹ通スキル

項目と専門ศ㔝ᅛ有スキル項目がある(表 10)。 

 

 

 

 

ಶ人が保有している能力をスキル⇍㐩度で表す 
⇟⇓∑Ⴘ × ༌ᢋࡇ 

 ⇟⇓∑Ⴘ 

࣭業ົศᯒ 
࣭㺡㺖㺧㺹㺚㺼㺎 
 インࢨࢹ࣭
࣭㺝㺪㺢㺑㺈㺏㺒㺻

㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼 
࣭㺘㺻㺙㺷㺡㺆㺻㺖㺼

技法活用 
    … 

༌ᢋࡇ 

 㸳㸸ࣝ࣋ࣞ

㛤Ⓨࢳーム㈐

௵者として 
 ฟ᮶るۑۑ
 㸲㸸ࣝ࣋ࣞ

㛤Ⓨࢳームࣜ

ーࢲとして 
 ฟ᮶るۑۑ

… 
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ᘙ 10 ITSS  ≌⋅⊾⋘⊭⊽⋡⋎⊾⋟⊯⊽⊰⊺⋘⋡≃⊳≋፯ↄ↻↕ⅳ↺⇟⇓∑Ⴘܭ↖

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)⇟⇓∑༌ᢋࡇ 

スキル⇍㐩度は技術者が各スキル項目をどのレベルで保有しているかを表現するもので、

「㹼することができる」という能力表現で定義している。⇍㐩度はᙺとレベルが対ᛂし

ており、レベル 4はࣜーࢲとしてそのスキルをⓎできること求められる(表 11、12)。 

ᘙ 11 ⇟⇓∑༌ᢋࢫ↗∑⇿−↝ࡇл 

レベル ㈐௵ 

レベル㸵㹼㸳 ㈐௵者として 

レベル㸲 ࣜーࢲとして 

レベル㸱㹼㸯 メンバとして 
 
 

ᘙ 12 −⇿∑ 4 ↝⇓∉∐⇈≋ᢋࡇਦ≌≋⇈⇽∐⇗∞⇝∍∙⇟∀⇝∉∐⇟⇮≌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

σᡫἋỿἽႸ ἋỿἽ༌ᢋࡇỆ᧙ẴỦᐯࠁဎԓ

ಅѦЎௌ 㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋᴗົ要௳ࠊᢏ⾡要௳ศᯒ࠺⾜ࢆことࡀでࠋࡿࡁ

ἘἁἠἿἊ
㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋ」㞧ᛶの㧗࠸ᢏ⾡ⓗၥ題ゎỴࢆᐇ㊶ࡿࡍととࡶに㛤Ⓨᒁ㠃ࢆ㐙⾜ࡿࡍこ
とࡀでͤࠋࡿࡁ」㞧ᛶの㧗࠸ᢏ⾡ⓗၥ題ࢆලయⓗに᫂グࡿࡍこと

ἙἈỶὅ
㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋ㛤Ⓨ⎔ቃ要௳ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ要௳ࢆ‶たࡍプࣜࣙࢩ࣮ࢣンࢨࢹンࢆᐇ
ࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ἏἧἚỸỹỴ
ỺὅἊἝỴἼὅἂ

㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳと᭱ࠊ࡚ࡋ㐺㛤Ⓨᡭἲࠊ㛤Ⓨᨭࢺࢫࢸࠊ࣮ࣝࢶᢏἲ➼の࢚࢙࢘ࢺࣇࢯンࢽࢪ
ࣜングᢏ⾡に㛵࡚ࡋ⤒㦂のὸ࣓࠸ンࣂにᑐࢆࢫࣂࢻ࡚ࡋ࣒ࢸࢫࢩࠊ࠼㛤Ⓨࢆ㐙⾜ࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ἅὅἇἽἘỵὅἂ
২ඥỉဇ

㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࢥࠊ࡚ࡋンࢸࣝࢧングᢏἲࢆ㐺⏝ࠊࡋプロࢆࢺࢡ࢙ࢪᐇࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ჷႎငሥྸ
ဇ

㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋ▱ⓗ㈨⏘のࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊά⏝ࠊ⥔ᣢࠊ࠸⾜ࢆ⌮⟶ࠊプロࢆࢺࢡ࢙ࢪຠ
⋡ⓗࠊ㧗ရ㉁にᐇࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ἩἿἊỹἁἚ
ἰἊἳὅἚ

㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋプロ࣓ࢪࢿ࣐ࢺࢡ࢙ࢪンࢺ⫋✀と༠ᴗࠊࡋプロࢺࢡ࢙ࢪィ⏬⟇ᐃとᐇࠊ
ኚ᭦⟶⌮➼のプロ࣓ࢪࢿ࣐ࢺࢡ࢙ࢪンࢆࢺ㐙⾜でࠋࡿࡁ

ἼὊἒἉἕἩ 㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋ指ࠊ௧ࡋプロࢆࢺࢡ࢙ࢪ㐙⾜ࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ἅἱἷἝἃὊἉἹὅ
㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋプロ࣓ࢺࢡ࢙ࢪンࣂとのࢥ࣒࣮ࢳミࣗࣙࢩ࣮ࢣࢽンࢆᅗࡾプロࢆࢺࢡ࢙ࢪ
㐙⾜ࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ἆἉỺὊἉἹὅ 㛤Ⓨ㸭㐺⏝のࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋプロ࣓࣒࣮ࢳࢺࢡ࢙ࢪンࣂとᢏ⾡ⓗㄢ題に㛵ྜࡿࡍពࢆᙧᡂでࠋࡿࡁ

ஊἋỿἽᾉಅѦἉἋἘἲᧉЎݦ

ಅѦἉἋἘἲನሰ 㛤Ⓨのࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳとࠊ࡚ࡋプロࢆࢺࢡ࢙ࢪ㐙⾜ࡿࡍことࡀでࠋࡿࡁ

ス䜻ル㡯┠と知㆑㡯┠ ス䜻ル⇍㐩度 

䛆⫋✀共㏻ス䜻ル㡯┠䛇 
䖃業ົ分ᯒ 
䛆知㆑㡯┠䛇 䝺ベル䠓 

 

䠉業ົせ௳分ᯒ 
䠉技術せ௳分ᯒ 
䠉イン䝎スト䝸知㆑ 
䠉システム化ᡓ␎⟇ᐃ 
䠉プラットフ䜷ームせ௳ᐃ⩏ 
䠉システム౯್の᳨ド 
䠉ሗ化と⤒Ⴀ 
䠉ỗ用業ົ内ᐜ 
䠉ỗ用業ົ᭱新動向 
 

 
 

䝺ベル䠒 

䝢ークのせဨᩘ䠑䠌人௨ୖの䜰プ䝸䜿ーション㛤Ⓨプロジェクトに䛚䛔て、㛤Ⓨ

チーム㈐௵⪅として、⤒Ⴀᡓ␎・システム化ᡓ␎とのᩚ合ᛶをಖ䛱、業⏺や技術

動向のඛぢⓗぢᆅに基䛵䛝」㞧高度な業ົせ௳、技術せ௳分ᯒを行䛖䛣とがで䛝

る䚹 

䝺ベル䠑 
䝢ークのせဨᩘ１䠌人௨ୖ䠑䠌人未‶の䜰プ䝸䜿ーション㛤Ⓨプロジェクトに䛚䛔

て、㛤Ⓨチーム㈐௵⪅として、業ົせ௳、技術せ௳分ᯒを行䛖䛣とがで䛝る䚹 

䝺ベル䠐 
䝢ークのせဨᩘ䠏人௨ୖの䜰プ䝸䜿ーション㛤Ⓨプロジェクトにて、㛤Ⓨチーム

䝸ー䝎として、業ົせ௳、技術せ௳分ᯒを行䛖䛣とがで䛝る䚹 

䝺ベル䠏 
䜰プ䝸䜿ーション㛤Ⓨプロジェクトの㛤Ⓨチーム䝯ンバとして、ᢸᙜ䛩る㡿ᇦに䛚

ける業ົせ௳、技術せ௳分ᯒを行䛖䛣とがで䛝る䚹 
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ᇹ≕ᇘ 
 

ဎᛪ↝ⅼ૾↝∃⇊∙⇮↞≢ 

 
⏦ㄳにはከくの書㢮をస成しなければならない。筆者も経㦂したが、ඃඛ順位をけな

いと㏵୰で࢚ネルࢠーをい果たしてしまう。的確かつ効⋡的な書き方のを⤂する。 
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2.1 ੩Ј↝ಒᙲ↗˺ 

స成する提ฟ書㢮はୗグの 5✀㢮がある。 

a.認定情報技術者⏦ㄳ書 

b.主要業ົ࣭研ಟ࣭プロフェッショࢼル㈉⊩のグ㘓 

c.業ົ経Ṕ書 No1,No2 

d.㐩成度指標ࢳェックシート 

e.スキル⇍㐩度ࢳェックシート 

 

このうち᭱も重要なのがࠗc.業ົ経Ṕ書࠘である。᥇点者はこれに書かれているලయ的

な内ᐜで⏦ㄳ者のスキル࣭能力をุ᩿する（とᛮわれる）。 

 

また、ࠗ a.認定情報技術者⏦ㄳ書࠘はᴫ要をまとめたもの、ࠗ b.主要業ົ࣭研ಟ࣭プロフ

ェッショࢼル㈉⊩のグ㘓 、࠘ࠗ d.㐩成度指標ࢳェックシート 、࠘ࠗ e.スキル⇍㐩度ࢳェックシ

ート࠘の㸱つは一ぴによるࢳェック用である。 

 

 したがってࠗc.業ົ経Ṕ書 No1,No2࠘に᭱も࢚ネルࢠーをい、これが成したらᴫ要⦅

やࢳェックシート⣔をస成するのがⰋい。ḟ࣌ージから書き方のポイントをゎㄝする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認定情報技術者⏦ㄳ書 

≟ಒᙲ≡ 

主要業ົ࣭研ಟ࣭ 

㺪㺽㺹㺪㺈㺍㺚㺌㺣㺷㈉⊩のグ㘓 

≟ɟᚁ∝⇧⇍⇩⇕⇝∞⇮≡ 

㐩成度指標㺟㺈㺍㺖㺚㺎㺢 

スキル⇍㐩度㺟㺈㺍㺖㺚㺎㺢 

 

業ົ経Ṕ書 No1 

≟ᛇኬ≡ 

業ົ経Ṕ書 No2 

⇹⇞⇳⇟ᝡྂ ⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ ⇟⇓∑༌ᢋࡇ 

どのように業ົ上の課

題のⓎぢとゎỴをࣜー

ドしたのか㸽 

ᇿᎍⅻⅹѰ↰ↈ↺˺ࡀ 
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自䜙のス䜻ル

をⓎしたㄢ

㢟とゎỴ 

 [ゎỴ・⤖ᯝ] 

⚾はプロジェクトマネージ䝱として、₃䜜のな䛔⛣行を行䛖た䜑、௨ୗ㡯を≉に

㔜どしస業を進䜑た䚹 

y స成したWBSを䜰クティビティにせ⣲分ゎ䛩る㝿、・・・・を実し、స業㡯┠₃䜜

のな䛔䛣とを☜ㄆした䚹 

y ⱝᡭ䝯ンバを䜰クティビティᐃ⩏のస業にཧຍさせる䛣とにより、・・・と䛔䛖ᩍ⫱

ⓗຠᯝ䜒䛒䛳た䚹 

y 䜰クティビティ㡰ᗎタᐃ、ᡤせ期間ぢ✚りをベースに、ク䝸ティカル・チェーンἲに

よりᡤせ期間バッフ䜯の㏣ຍを⪃៖して⛣行ᑐ㇟䛤との⛣行‽ഛス䜿ジ䝳ール

をస成し䝁ントロール䛩る䛣とで、・・・、クラッシングや、フ䜯スト・トラッ䜻ングを行

䛖ᚲせな䛟㡰ㄪに進ᤖした䚹 

 

(3)Ⅶщ↖ಅѦɥ↝ᛢ᫆↝ႆᙸ↗ᚐൿ⇁∐∞⇯↖ⅼ↺Ⅷↂ↗⇁ᅆↈ 

∝↘↝↷ⅵ↙ᛢ᫆⇁⅚ᛡⅻ⅚↘ⅵᚐൿↆ⅚↘↝↷ⅵ↙ኽௐ∝ᚸ̖⇁ࢽⅺ 
 

Ⅶ↘↝↷ⅵ↙ᛢ᫆Ⅷはࠗ業ົᴫ要࣭」㞧性要件࠘ḍの୰でヱ当項目をڧから■にኚえ、そ

のあとにලయ的内ᐜをグ述する。2件以上必要。 

ⅦᛡⅻⅧはえばࠗ⏦ㄳ者⮬ら࠘というように、⮬らがゎỴをࣜードしたことをアࣆール

する。 

Ⅶ↘↝↷ⅵ↙ኽௐ∝ᚸ̖Ⅷはࠗ⮬らのスキルをⓎした課題とゎỴ࠘ḍに、ࠗ 業ົᴫ要࣭」

㞧性要件࠘ḍのヱ当項目を掲するとともに、 [ㄢ㢟]と[ゎỴ・⤖ᯝ]を整理してグ㍕する。 

ẔITS(SC)Ꮀᆔỉӳ̊ẕ 

業ົᴫせ 」㞧ᛶせ௳ 

䕔」㞧、高度な䜰ク䝉ス䝁ントロールせồ 

䛆ಖᏲ⪅・⟶⌮⪅の䜰ク䝉ス䝁ントロール䛇 

ᶵᐦሗを取りᢅ䛖た䜑ಖᏲ⪅・⟶⌮⪅にᑐしてཝᐦな䜰ク䝉スไ㝈

がồ䜑䜙䜜る䚹 

  

 

自䜙のス䜻ルをⓎした

ㄢ㢟とゎỴ 

 

䕔」㞧、高度な䜰ク䝉ス䝁ントロールせồ 

䛆ಖᏲ⪅・⟶⌮⪅の䜰ク䝉ス䝁ントロール䛇 

[ㄢ㢟] 

y 1)ᶵᐦሗをᢅ䛖た䜑ಖᏲ⪅䜰カ䜴ントはཝᐦに⟶⌮し、一の

ᨾにഛ䛘స業ᒚṔをṧ䛩ᚲせが䛒䛳た 

y 2)ྛ社の⟶⌮⪅は自社のሗにし䛛䜰ク䝉スで䛝な䛔よ䛖にし、ᶒ

㝈のはྛ社が⟶⌮で䛝るよ䛖に䛩るᚲせが䛒䛳た 

[ゎỴ・⤖ᯝ] 

y ㄢ㢟 1 につ䛔ては⏦ㄳ⪅自䜙௨ୗのよ䛖な䝫䝸シーをไᐃし、運用

タ計に┒り㎸䜣䛰䚹 

y 1-1)・・・ 

y 1-2)・・・ 

y 1-3)・・・ 

y ㄢ㢟 2につ䛔ては⏦ㄳ⪅がせ௳ᐃ⩏のẁ㝵で䜰クターをᩚ⌮し䝴ー

ス䜿ースタ計を実した䚹その⤖ᯝ、・・・を用ព䛩る䛣とでㄢ㢟をゎ

Ỵした䚹・・・ 

 

Ⴘ⇁ɟᐲↄ↊↺ 

12 
 

2.2≑ಅѦኺഭ 

 ᥇点者にዴఱに⏦ㄳ者の実力をศかり᫆くఏえるかがポイントである。᥇点者の༳㇟

を㧗めるために、以ୗの項目に␃意してグ㍕してほしい。 

なお、実⦼は⮬㌟で評価が㧗いものから順に 2件ࡔけを㑅ࢇでグ㍕するとよい。 

 ⅎɟᑍႎ↙ϋܾ↖↞↙ⅾ⅚ܱᨥ↚ܱↆϋܾ⇁φ˳ႎ↚ᚡ᠍ↈ↺ 

 ⅎ᭗ࡇऴإϼྸᚾ᬴↚Ј↕ⅾ↺ݦᧉဇᛖ⇁Јஹ↺ↀ̅ⅵ 

 ⅎⅦщ↖ಅѦɥ↝ᛢ᫆↝ႆᙸ↗ᚐൿ⇁∐∞⇯↖ⅼ↺Ⅷↂ↗⇁ᅆↈ 

   ∝↘↝↷ⅵ↙ᛢ᫆⇁⅚ᛡⅻ⅚↘ⅵᚐൿↆ⅚↘↝↷ⅵ↙ኽௐ∝ᚸ̖⇁ࢽⅺ 

  ∝⇧∞∆∐∞⇦↗ↆ↕↝⇟⇓∑⇁ႆੱↆⅺ 

 ⅎࢸᡶᏋ↧↝ᝡྂ 

以ୗに合格を⤂する。 

 

(1)ɟᑍႎ↙ϋܾ↖↞↙ⅾ⅚ܱᨥ↚ܱↆϋܾ⇁φ˳ႎ↚ᚡ᠍ↈ↺ 

 ⏦ㄳ者が活用した技術やその⫼ᬒをලయ的にグ㍕することにより᥇点者がイメージしや

すくなる。 

ẔITSίNWὸᎰᆔỉӳ̊ẕ 

 

(2)᭗ࡇऴإϼྸᚾ᬴↚Ј↕ⅾ↺ݦᧉဇᛖ⇁Јஹ↺ↀ̅ⅵ 

CITPには㧗度情報処理ヨ㦂の合格が前提となっているが、それࡒれの⫋✀に対ᛂする知

識ドメインの用ㄒを適ษにうことで所有する知識とその理ゎ度をアࣆールできる。 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

業ົᴫせ 
活用したᑓ㛛

技術 

y PMBOK のプロジェクトマネジ䝯ント・プロ䝉ス⯡を活用して䛔る

が、≉に高度なᑐᛂをᚲせとした技術は௨ୗ 

WBS స成、䜰クティビティ㈨※・ᡤせ間ぢ✚り、䝁ストぢ✚り、

ス䜿ジ䝳ール䝁ントロール 

 

プロジェクト 

せ௳ 

y 新ᣐⅬにᵓ⠏῭䜏の䝸バースプロ䜻シがᏑᅾし、ᑗ来ⓗに社እ公㛤サーバは

そ䛱䜙へ⛣行䛩る䛣とがỴ䜎䛳て䛔るⅭ、・・・新ᣐⅬの䝸バースプロ䜻シを⤒⏤

䛩る⤒㊰へኚ更䛩る᪉ᘧで⛣行స業を行䛖䚹 

y 社እ公㛤サーバが᥋⥆して䛔る LAN 䝉グ䝯ントを、新ᣐⅬ䜎で L２ᘏఙ䛩る䛣と

で・・・䚹 

y 新ᣐⅬの䝸バースプロ䜻シはフ䜯ーム䜴ェ䜰のバージョンが␗なる䛣と䛛䜙・・・を

⛣行స業日䜎でに実䛩る䚹 
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自䜙のス䜻ル

をⓎしたㄢ

㢟とゎỴ 

 [ゎỴ・⤖ᯝ] 

⚾はプロジェクトマネージ䝱として、₃䜜のな䛔⛣行を行䛖た䜑、௨ୗ㡯を≉に

㔜どしస業を進䜑た䚹 

y స成したWBSを䜰クティビティにせ⣲分ゎ䛩る㝿、・・・・を実し、స業㡯┠₃䜜

のな䛔䛣とを☜ㄆした䚹 

y ⱝᡭ䝯ンバを䜰クティビティᐃ⩏のస業にཧຍさせる䛣とにより、・・・と䛔䛖ᩍ⫱

ⓗຠᯝ䜒䛒䛳た䚹 

y 䜰クティビティ㡰ᗎタᐃ、ᡤせ期間ぢ✚りをベースに、ク䝸ティカル・チェーンἲに

よりᡤせ期間バッフ䜯の㏣ຍを⪃៖して⛣行ᑐ㇟䛤との⛣行‽ഛス䜿ジ䝳ール

をస成し䝁ントロール䛩る䛣とで、・・・、クラッシングや、フ䜯スト・トラッ䜻ングを行

䛖ᚲせな䛟㡰ㄪに進ᤖした䚹 

 

(3)Ⅶщ↖ಅѦɥ↝ᛢ᫆↝ႆᙸ↗ᚐൿ⇁∐∞⇯↖ⅼ↺Ⅷↂ↗⇁ᅆↈ 

∝↘↝↷ⅵ↙ᛢ᫆⇁⅚ᛡⅻ⅚↘ⅵᚐൿↆ⅚↘↝↷ⅵ↙ኽௐ∝ᚸ̖⇁ࢽⅺ 
 

Ⅶ↘↝↷ⅵ↙ᛢ᫆Ⅷはࠗ業ົᴫ要࣭」㞧性要件࠘ḍの୰でヱ当項目をڧから■にኚえ、そ

のあとにලయ的内ᐜをグ述する。2件以上必要。 

ⅦᛡⅻⅧはえばࠗ⏦ㄳ者⮬ら࠘というように、⮬らがゎỴをࣜードしたことをアࣆール

する。 

Ⅶ↘↝↷ⅵ↙ኽௐ∝ᚸ̖Ⅷはࠗ⮬らのスキルをⓎした課題とゎỴ࠘ḍに、ࠗ 業ົᴫ要࣭」

㞧性要件࠘ḍのヱ当項目を掲するとともに、 [ㄢ㢟]と[ゎỴ・⤖ᯝ]を整理してグ㍕する。 

ẔITS(SC)Ꮀᆔỉӳ̊ẕ 

業ົᴫせ 」㞧ᛶせ௳ 

䕔」㞧、高度な䜰ク䝉ス䝁ントロールせồ 

䛆ಖᏲ⪅・⟶⌮⪅の䜰ク䝉ス䝁ントロール䛇 

ᶵᐦሗを取りᢅ䛖た䜑ಖᏲ⪅・⟶⌮⪅にᑐしてཝᐦな䜰ク䝉スไ㝈

がồ䜑䜙䜜る䚹 

  

 

自䜙のス䜻ルをⓎした

ㄢ㢟とゎỴ 

 

䕔」㞧、高度な䜰ク䝉ス䝁ントロールせồ 

䛆ಖᏲ⪅・⟶⌮⪅の䜰ク䝉ス䝁ントロール䛇 

[ㄢ㢟] 

y 1)ᶵᐦሗをᢅ䛖た䜑ಖᏲ⪅䜰カ䜴ントはཝᐦに⟶⌮し、一の

ᨾにഛ䛘స業ᒚṔをṧ䛩ᚲせが䛒䛳た 

y 2)ྛ社の⟶⌮⪅は自社のሗにし䛛䜰ク䝉スで䛝な䛔よ䛖にし、ᶒ

㝈のはྛ社が⟶⌮で䛝るよ䛖に䛩るᚲせが䛒䛳た 

[ゎỴ・⤖ᯝ] 

y ㄢ㢟 1 につ䛔ては⏦ㄳ⪅自䜙௨ୗのよ䛖な䝫䝸シーをไᐃし、運用

タ計に┒り㎸䜣䛰䚹 

y 1-1)・・・ 

y 1-2)・・・ 

y 1-3)・・・ 

y ㄢ㢟 2につ䛔ては⏦ㄳ⪅がせ௳ᐃ⩏のẁ㝵で䜰クターをᩚ⌮し䝴ー

ス䜿ースタ計を実した䚹その⤖ᯝ、・・・を用ព䛩る䛣とでㄢ㢟をゎ

Ỵした䚹・・・ 

 

Ⴘ⇁ɟᐲↄ↊↺ 

12 
 

2.2≑ಅѦኺഭ 

 ᥇点者にዴఱに⏦ㄳ者の実力をศかり᫆くఏえるかがポイントである。᥇点者の༳㇟

を㧗めるために、以ୗの項目に␃意してグ㍕してほしい。 

なお、実⦼は⮬㌟で評価が㧗いものから順に 2件ࡔけを㑅ࢇでグ㍕するとよい。 

 ⅎɟᑍႎ↙ϋܾ↖↞↙ⅾ⅚ܱᨥ↚ܱↆϋܾ⇁φ˳ႎ↚ᚡ᠍ↈ↺ 

 ⅎ᭗ࡇऴإϼྸᚾ᬴↚Ј↕ⅾ↺ݦᧉဇᛖ⇁Јஹ↺ↀ̅ⅵ 

 ⅎⅦщ↖ಅѦɥ↝ᛢ᫆↝ႆᙸ↗ᚐൿ⇁∐∞⇯↖ⅼ↺Ⅷↂ↗⇁ᅆↈ 

   ∝↘↝↷ⅵ↙ᛢ᫆⇁⅚ᛡⅻ⅚↘ⅵᚐൿↆ⅚↘↝↷ⅵ↙ኽௐ∝ᚸ̖⇁ࢽⅺ 

  ∝⇧∞∆∐∞⇦↗ↆ↕↝⇟⇓∑⇁ႆੱↆⅺ 

 ⅎࢸᡶᏋ↧↝ᝡྂ 

以ୗに合格を⤂する。 

 

(1)ɟᑍႎ↙ϋܾ↖↞↙ⅾ⅚ܱᨥ↚ܱↆϋܾ⇁φ˳ႎ↚ᚡ᠍ↈ↺ 

 ⏦ㄳ者が活用した技術やその⫼ᬒをලయ的にグ㍕することにより᥇点者がイメージしや

すくなる。 

ẔITSίNWὸᎰᆔỉӳ̊ẕ 

 

(2)᭗ࡇऴإϼྸᚾ᬴↚Ј↕ⅾ↺ݦᧉဇᛖ⇁Јஹ↺ↀ̅ⅵ 

CITPには㧗度情報処理ヨ㦂の合格が前提となっているが、それࡒれの⫋✀に対ᛂする知

識ドメインの用ㄒを適ษにうことで所有する知識とその理ゎ度をアࣆールできる。 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

業ົᴫせ 
活用したᑓ㛛

技術 

y PMBOK のプロジェクトマネジ䝯ント・プロ䝉ス⯡を活用して䛔る

が、≉に高度なᑐᛂをᚲせとした技術は௨ୗ 

WBS స成、䜰クティビティ㈨※・ᡤせ間ぢ✚り、䝁ストぢ✚り、

ス䜿ジ䝳ール䝁ントロール 

 

プロジェクト 

せ௳ 

y 新ᣐⅬにᵓ⠏῭䜏の䝸バースプロ䜻シがᏑᅾし、ᑗ来ⓗに社እ公㛤サーバは

そ䛱䜙へ⛣行䛩る䛣とがỴ䜎䛳て䛔るⅭ、・・・新ᣐⅬの䝸バースプロ䜻シを⤒⏤

䛩る⤒㊰へኚ更䛩る᪉ᘧで⛣行స業を行䛖䚹 

y 社እ公㛤サーバが᥋⥆して䛔る LAN 䝉グ䝯ントを、新ᣐⅬ䜎で L２ᘏఙ䛩る䛣と

で・・・䚹 

y 新ᣐⅬの䝸バースプロ䜻シはフ䜯ーム䜴ェ䜰のバージョンが␗なる䛣と䛛䜙・・・を

⛣行స業日䜎でに実䛩る䚹 
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 ᡶᏋ↧↝ᝡྂࢸ(4)

CITPはプロフェッショࢼル㈉⊩として「㧗度な専門性を有し、後進を指導している」

ことが求められているため、ࠗ 後進⫱成の㈉⊩࠘ḍは必㡲である。 

なお、8࣌ージ図㸵に規定されている技術継ᢎ実⦼では一つ以上が求められるが、ࠗ 後

進⫱成の㈉⊩࠘ḍは「社内ㅮᖌ」にヱ当する。そのためࠗ主要業ົ࣭研ಟ࣭資格࣭プ

ロフェッショࢼル㈉⊩のグ㘓࠘⏦ㄳ書の㸺後進の⫱成㸼ḍには本ḍにグ㍕した以እの活

動をグ㍕するが、なければ✵ⓑでもよい。 

ⅨITS(SC)Ꮀᆔ↝ӳ̊Ⅹ 

ᚋ進⫱成 

への㈉⊩ 

y プロジェクト䝯ンバー（ධ社 3 年┠）をスマートフ䜷ン䜰プ䝸㛤Ⓨのᢸᙜとして、

ጤクඛの⟶⌮⯡を௵䛛せた䚹✚ᴟⓗにሗを྾䛔ୖ䛢、プロジェクト

にはスマートフ䜷ン䜰プ䝸㛤Ⓨの第一人⪅と䜉る䜎でに成㛗した䚹・・・技術㠃

につ䛔て䜒、APS の䝺ベル 3 䜎で成㛗で䛝たとホ౯䛩る䚹 

y 䜎た、䜒䛖一人のプロジェクト䝯ンバー（ධ社 4 年┠）をバック䜶ンド㛤Ⓨのᢸᙜ

に䛩䛘、๓㏙した㏻りテスト䜿ースのὙ䛔ฟしを実させた䚹・・・ᙼ䜒ᅇのプロ

ジェクトを㏻䛨て APS の䝺ベル 3 䜎で成㛗で䛝たとホ౯䛩る䚹 

 

ⅨITS(NW)Ꮀᆔ↝ӳ̊Ⅹ 

ᚋ進⫱成 

への㈉⊩ 

y 本プロジェクトではᑡ人ᩘのチームで䛒䛳たた䜑、䝯ンバは一人ఱᙺ䜒䛣な䛩ᚲ

せが䛒䛳た䚹ᢸᙜ䝯ンバは・・・業ົ分野のᑓ㛛ᐙとしてチームにຍ䜟䛳たが、ᨵ

ಟに䛚けるせ௳ᐃ⩏、タ計のフェー䝈ではネット䝽ークや䝉䜻䝳䝸ティにつ䛔て

䜒ディスカッションを㔜䛽て知ぢを共有し、ᵓ⠏につ䛔て䜒 web 䜰プ䝸㒊分の䝁ー

ディングを行䛳て䜒䜙䛖䛣とで⤒㦂を✚し、ITS（ネット䝽ーク）䝺ベル䠏┦ᙜの能

力を㌟につけた䚹現ᅾは運用ಖᏲに䛚けるトラブルⓎ⏕に、⏦ㄳ⪅に代䜟䛳

てど䛱䜙で䜒ᑐᛂで䛝るయไを取䛳て䛔る䚹 

 

 

 

 

 

 

  

14 
 

  

 

∝⇧∞∆∐∞⇦↗ↆ↕↝⇟⇓∑⇁ႆੱↆⅺ 

レベル 4はࣜーࢲとしてそのスキルをⓎできること求められるため、ᙺを᫂確にグ

述する。PMや㈐௵者でもさらに上のレベルとなるので㹍㹉（スキル⇍㐩度参↷）。 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

 自䜙のス䜻

ルをⓎした

ㄢ㢟とゎỴ 

䈜どのよ䛖なㄢ㢟を、ㄡが、ど䛖ゎỴし、どのよ䛖な⤖ᯝ・ホ౯をᚓた䛛にຍ䛘て、
䝺ベル 4の実⦼ではチーム䝸ー䝎としてのス䜻ルをⓎした䛣とが᫂☜になるよ䛖
グ㏙してୗさ䛔䚹 

y ᙜプロジェクトは▷⣡期で䛒り、䛛つ、㢳ᐈᢸᙜ⪅が༑分なᡴ䛱合せ間を☜

ಖ䛩るがᅔ㞴で䛒ると䛔䛖ㄢ㢟が䛒䛳た䚹そのた䜑、⚾は PM としてプロトタイ

プ䝰デルを᥇用䛩るとした䚹な䛬な䜙䜀、・・・、▷⣡期に䜒ᑐᛂྍ能と⪃䛘た

䛛䜙で䛒る䚹 

y タ計工⛬௨㝆にᵝኚ更がⓎ⏕䛩るが☜ᐃⓗで䛒るが、ኚ更内ᐜがỴ䜎䜙

䛪⣡期┤๓にኚ更を౫㢗さ䜜るྍ能ᛶが䛒ると䛔䛖ㄢ㢟が䛒䛳た䚹⚾はマスタ

ス䜿ジ䝳ールస成に、⪃䛘䜙䜜るᵝኚ更ẖにኚ更に䛛䛛る日ᩘをタᐃし⣡

期とရ㉁をᏲるを๓ᥦとしたᵝኚ更ྍ能᭱⤊日をタᐃした䚹その日を㢳

ᐈにㄝ᫂し合ពした䛣とで、・・・䚹 

 

 

  

平成 �� 年度 &,73 フォーラム �-8$6 アドバンスド研究会ࠉ活動報告書

90



15 
 

 ᡶᏋ↧↝ᝡྂࢸ(4)

CITPはプロフェッショࢼル㈉⊩として「㧗度な専門性を有し、後進を指導している」

ことが求められているため、ࠗ 後進⫱成の㈉⊩࠘ḍは必㡲である。 

なお、8࣌ージ図㸵に規定されている技術継ᢎ実⦼では一つ以上が求められるが、ࠗ 後

進⫱成の㈉⊩࠘ḍは「社内ㅮᖌ」にヱ当する。そのためࠗ主要業ົ࣭研ಟ࣭資格࣭プ

ロフェッショࢼル㈉⊩のグ㘓࠘⏦ㄳ書の㸺後進の⫱成㸼ḍには本ḍにグ㍕した以እの活

動をグ㍕するが、なければ✵ⓑでもよい。 

ⅨITS(SC)Ꮀᆔ↝ӳ̊Ⅹ 

ᚋ進⫱成 

への㈉⊩ 

y プロジェクト䝯ンバー（ධ社 3 年┠）をスマートフ䜷ン䜰プ䝸㛤Ⓨのᢸᙜとして、

ጤクඛの⟶⌮⯡を௵䛛せた䚹✚ᴟⓗにሗを྾䛔ୖ䛢、プロジェクト

にはスマートフ䜷ン䜰プ䝸㛤Ⓨの第一人⪅と䜉る䜎でに成㛗した䚹・・・技術㠃

につ䛔て䜒、APS の䝺ベル 3 䜎で成㛗で䛝たとホ౯䛩る䚹 

y 䜎た、䜒䛖一人のプロジェクト䝯ンバー（ධ社 4 年┠）をバック䜶ンド㛤Ⓨのᢸᙜ

に䛩䛘、๓㏙した㏻りテスト䜿ースのὙ䛔ฟしを実させた䚹・・・ᙼ䜒ᅇのプロ

ジェクトを㏻䛨て APS の䝺ベル 3 䜎で成㛗で䛝たとホ౯䛩る䚹 

 

ⅨITS(NW)Ꮀᆔ↝ӳ̊Ⅹ 

ᚋ進⫱成 

への㈉⊩ 

y 本プロジェクトではᑡ人ᩘのチームで䛒䛳たた䜑、䝯ンバは一人ఱᙺ䜒䛣な䛩ᚲ

せが䛒䛳た䚹ᢸᙜ䝯ンバは・・・業ົ分野のᑓ㛛ᐙとしてチームにຍ䜟䛳たが、ᨵ

ಟに䛚けるせ௳ᐃ⩏、タ計のフェー䝈ではネット䝽ークや䝉䜻䝳䝸ティにつ䛔て

䜒ディスカッションを㔜䛽て知ぢを共有し、ᵓ⠏につ䛔て䜒 web 䜰プ䝸㒊分の䝁ー

ディングを行䛳て䜒䜙䛖䛣とで⤒㦂を✚し、ITS（ネット䝽ーク）䝺ベル䠏┦ᙜの能

力を㌟につけた䚹現ᅾは運用ಖᏲに䛚けるトラブルⓎ⏕に、⏦ㄳ⪅に代䜟䛳

てど䛱䜙で䜒ᑐᛂで䛝るయไを取䛳て䛔る䚹 
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∝⇧∞∆∐∞⇦↗ↆ↕↝⇟⇓∑⇁ႆੱↆⅺ 

レベル 4はࣜーࢲとしてそのスキルをⓎできること求められるため、ᙺを᫂確にグ

述する。PMや㈐௵者でもさらに上のレベルとなるので㹍㹉（スキル⇍㐩度参↷）。 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

 自䜙のス䜻

ルをⓎした

ㄢ㢟とゎỴ 

䈜どのよ䛖なㄢ㢟を、ㄡが、ど䛖ゎỴし、どのよ䛖な⤖ᯝ・ホ౯をᚓた䛛にຍ䛘て、
䝺ベル 4の実⦼ではチーム䝸ー䝎としてのス䜻ルをⓎした䛣とが᫂☜になるよ䛖
グ㏙してୗさ䛔䚹 

y ᙜプロジェクトは▷⣡期で䛒り、䛛つ、㢳ᐈᢸᙜ⪅が༑分なᡴ䛱合せ間を☜

ಖ䛩るがᅔ㞴で䛒ると䛔䛖ㄢ㢟が䛒䛳た䚹そのた䜑、⚾は PM としてプロトタイ

プ䝰デルを᥇用䛩るとした䚹な䛬な䜙䜀、・・・、▷⣡期に䜒ᑐᛂྍ能と⪃䛘た

䛛䜙で䛒る䚹 

y タ計工⛬௨㝆にᵝኚ更がⓎ⏕䛩るが☜ᐃⓗで䛒るが、ኚ更内ᐜがỴ䜎䜙

䛪⣡期┤๓にኚ更を౫㢗さ䜜るྍ能ᛶが䛒ると䛔䛖ㄢ㢟が䛒䛳た䚹⚾はマスタ

ス䜿ジ䝳ールస成に、⪃䛘䜙䜜るᵝኚ更ẖにኚ更に䛛䛛る日ᩘをタᐃし⣡

期とရ㉁をᏲるを๓ᥦとしたᵝኚ更ྍ能᭱⤊日をタᐃした䚹その日を㢳

ᐈにㄝ᫂し合ពした䛣とで、・・・䚹 
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ẔPM Ꮀᆔỉӳ̊ẕ 

ᚓព分野 

ධ社௨来、大ᡭ会社向けの䝭ッションク䝸ティカルな基ᖿ⣔システムのᵓ⠏・㛤

Ⓨに携䜟䛳て䛚り、オープン⣔のシステムᵓ⠏・㛤Ⓨをᚓព分野として䛔る䚹≉

に・・・に⢭㏻して䛔る䚹䜎た、システム㛤Ⓨ䛰けでな䛟、㢳ᐈ業にồ䜑䜙䜜る➇

த力強化にᚲせな䝁スト䝎䜴ン⟇や新つシステムの画・ᥦ䜒行䛳て䛔る䚹 

・・・・・・・ 

・・・・・・・ 

新技術のሗ㞟を㔜䛽、システムๅ新の㝿に䝁スト๐ῶ䛰けでな䛟、運用、

ᑗ来ᛶ、システムライフサイクルなどのほⅬ䜒㋃䜎䛘䝋䝸䝳ーションᥦを実㊶し

て䛚り、᭱新の技術動向、業⏺動向に䜒㛗けて䛔る䚹 

 

2.4 ɼᙲಅѦ∝ᄂ̲∝⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑ᝡྂ↝ᚡ 

グ入要領࣭グ入をみてグ㍕する。 
㸺ⴭస࣭ㄽᩥ㸼 、㸺ㅮ₇࣭ㅮᖌ㸼 、㸺特チฟ㢪㸼、㸺学会࣭コࢸࢽ࣑ࣗ活動㸼の㸲

つについては、ᑡなくとも一つ書くのがᮃましい。どれもࣁードルが㧗そうにぢえるが、

業ົ経Ṕ書で述べた後進⫱成の㈉⊩は「社内ㅮᖌ」にヱ当するため、㸺ㅮ₇࣭ㅮᖌ㸼で

それをグ㍕するとよい。 

また、㸺後進の⫱成㸼ḍには業ົ経Ṕ書で述べたࠗ後進⫱成の㈉⊩࠘ḍにグ㍕した以

እの活動をグ㍕する。それがなければ✵ⓑでもよい。 
ẔITSίSCὸᎰᆔỉᅈϋᜒࠖʙ̊ẕ  

Ⓨ⾲年月 ㅮ₇タイトルྡ ദ・イベントྡ ලయⓗ内ᐜ 
社内/እ 

༊分 

yyyy 年 m 月 

䡚 

⥅⥆୰ 

・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・ 

 

 㛤ദẖに䝩ットなヰ㢟

を取りୖ䛢る䚹 

（自䜙がദ） 

社内䝉䜻䝳䝸ティ

ຮ強会 

年にᩘᅇ⛬度、䝉䜻䝳䝸

ティト䝢ックスに㛵䛩る社

内ຮ強会をദ䚹 

Ⓨ⾲⪅を有ᚿでເるが、

自䜙䜒、ẖᅇⓎ⾲して䛔

る䚹 

 

ཧຍ⪅は XX 人䡚X 人䚹 

 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

社内 
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2.3 ᛐܭऴإ২ᘐᎍဎᛪ 

認定情報技術者⏦ㄳ書は、ࠗ 業ົ経Ṕ書࠘などでグ㍕した適格性をまとめたものである。

実⦼ No1,No2をグ㍕してからグ述するとグ㍕し᫆い。 

(1)ဎᛪྸဌ 

⏦ㄳ理⏤はレベル 4にヱ当することを♧すためにࣅジネス㈉⊩およびプロフェッショࢼ

ル㈉⊩の要約を 4㹼5ⓒᏐ内で⡆₩にグ述することが求められている。 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

⏦ㄳ⌮⏤ 

 ・・・のシステム㛤Ⓨを㐣ཤ䠑年間に２௳⤒㦂し、ど䛱䜙䜒プロジェクトマネージ䝱とし

て䝯ンバーを⋡䛔て、・・・プロジェクトを㐙した䚹䜎た、㛤Ⓨ௨እで䜒ಖᏲチーム

のチーム䝸ー䝎としてマネジ䝯ントにᚑし、ල合ᑐᛂやᨵಟస業をりな䛟実し

て䛔る䚹 

 業ົ⤒Ṕ᭩の実⦼ No.1 に㛵しては、㛤Ⓨのプロジェクトマネージ䝱として、▷⣡期

䛛つᵝኚ更のྍ能ᛶが高䛔プロジェクトを⣡期㏻りに成させた䚹実⦼ No.2 で

は、・・・のプロジェクトマネージ䝱として、ฎ⌮間にㄢ㢟をᢪ䛘たシステムを↓

ᐃ間内に䜑成させた䚹 

 実⦼ No.1 ではⱝᡭを୰ᚰにプロジェクトを実し、自ಙをけさせるとྠに技術

力の向ୖに䜒㈉⊩した䜋䛛、社እの䠬䠩䝁ンテストに䠬䠩としてཧຍし、プロジェクトマ

ネジ䝯ント㒊㛛でඃした䚹 

௨ୖのビジネス㈉⊩、プロフェッショナル㈉⊩により䝺ベル䠐のプロジェクトマネジ䝯ン

トの᮲௳を‶たして䛔ると⪃䛘ㄆᐃを⏦ㄳ䛩る䚹 
 

上グでは、アンࢲーライン㒊にࣅジネス㈉⊩として PMの㐩成度指標を⡆₩にグしてい

る（スキル項目࣭⇍㐩度はヲ⣽にわたるため┬␎している）。また、  㒊にプロフェッシ

ョࢼル㈉⊩として後進の⫱成と社እコࢸࢽ࣑ࣗ活動がグされている。 

ୗグは 5ⓒᩥᏐを㉸えるが㈉⊩項目ẖにまとめた合格である 

 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

⏦ㄳ⌮⏤ 

䛆ビジネス㈉⊩䛇 

y ㈐௵ᛶ   ・・・ 

y 」㞧ᛶ   ・・・ 

y サイ䝈   ・・・ 

䛆プロフェッショナル㈉⊩䛇 

y ᑓ㛛ᛶ   ・・・ 

y 技術の⥅ᢎ ・・・ 

y ᚋ進の⫱成 ・・・ 

䛣䜜䜙のビジネス㈉⊩、プロフェッショナル㈉⊩䛛䜙、ITス䜻ルᶆ‽䝺ベル 4のプロ

ジェクトマネジ䝯ントの᮲௳を‶たして䛔ると⪃䛘、ㄆᐃを⏦ㄳ䛩る䚹 

 Ўॖࢽ(2)

⏦ㄳ者の得意ศ㔝としてスキル⇍㐩度ࢳェックシートにグ㍕した内ᐜの要約をྵめて、2㹼

3ⓒᏐ⛬度にලయ的かつ⡆₩にグ㍕する必要がある。そのためこれもඛにスキル⇍㐩度ࢳェ

ックシートを成させ、その要約をグ㍕するようにするとよい。 
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ẔPM Ꮀᆔỉӳ̊ẕ 

ᚓព分野 
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・・・・・・・ 
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・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・ 
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年にᩘᅇ⛬度、䝉䜻䝳䝸

ティト䝢ックスに㛵䛩る社

内ຮ強会をദ䚹 

Ⓨ⾲⪅を有ᚿでເるが、

自䜙䜒、ẖᅇⓎ⾲して䛔

る䚹 

 

ཧຍ⪅は XX 人䡚X 人䚹 

 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

社内 
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2.3 ᛐܭऴإ২ᘐᎍဎᛪ 

認定情報技術者⏦ㄳ書は、ࠗ 業ົ経Ṕ書࠘などでグ㍕した適格性をまとめたものである。

実⦼ No1,No2をグ㍕してからグ述するとグ㍕し᫆い。 

(1)ဎᛪྸဌ 

⏦ㄳ理⏤はレベル 4にヱ当することを♧すためにࣅジネス㈉⊩およびプロフェッショࢼ

ル㈉⊩の要約を 4㹼5ⓒᏐ内で⡆₩にグ述することが求められている。 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

⏦ㄳ⌮⏤ 

 ・・・のシステム㛤Ⓨを㐣ཤ䠑年間に２௳⤒㦂し、ど䛱䜙䜒プロジェクトマネージ䝱とし

て䝯ンバーを⋡䛔て、・・・プロジェクトを㐙した䚹䜎た、㛤Ⓨ௨እで䜒ಖᏲチーム

のチーム䝸ー䝎としてマネジ䝯ントにᚑし、ල合ᑐᛂやᨵಟస業をりな䛟実し

て䛔る䚹 

 業ົ⤒Ṕ᭩の実⦼ No.1 に㛵しては、㛤Ⓨのプロジェクトマネージ䝱として、▷⣡期

䛛つᵝኚ更のྍ能ᛶが高䛔プロジェクトを⣡期㏻りに成させた䚹実⦼ No.2 で

は、・・・のプロジェクトマネージ䝱として、ฎ⌮間にㄢ㢟をᢪ䛘たシステムを↓

ᐃ間内に䜑成させた䚹 

 実⦼ No.1 ではⱝᡭを୰ᚰにプロジェクトを実し、自ಙをけさせるとྠに技術

力の向ୖに䜒㈉⊩した䜋䛛、社እの䠬䠩䝁ンテストに䠬䠩としてཧຍし、プロジェクトマ

ネジ䝯ント㒊㛛でඃした䚹 

௨ୖのビジネス㈉⊩、プロフェッショナル㈉⊩により䝺ベル䠐のプロジェクトマネジ䝯ン

トの᮲௳を‶たして䛔ると⪃䛘ㄆᐃを⏦ㄳ䛩る䚹 
 

上グでは、アンࢲーライン㒊にࣅジネス㈉⊩として PMの㐩成度指標を⡆₩にグしてい

る（スキル項目࣭⇍㐩度はヲ⣽にわたるため┬␎している）。また、  㒊にプロフェッシ

ョࢼル㈉⊩として後進の⫱成と社እコࢸࢽ࣑ࣗ活動がグされている。 

ୗグは 5ⓒᩥᏐを㉸えるが㈉⊩項目ẖにまとめた合格である 

 

ẔPMᎰᆔỉӳ̊ẕ 

⏦ㄳ⌮⏤ 

䛆ビジネス㈉⊩䛇 

y ㈐௵ᛶ   ・・・ 

y 」㞧ᛶ   ・・・ 

y サイ䝈   ・・・ 

䛆プロフェッショナル㈉⊩䛇 

y ᑓ㛛ᛶ   ・・・ 

y 技術の⥅ᢎ ・・・ 

y ᚋ進の⫱成 ・・・ 

䛣䜜䜙のビジネス㈉⊩、プロフェッショナル㈉⊩䛛䜙、ITス䜻ルᶆ‽䝺ベル 4のプロ

ジェクトマネジ䝯ントの᮲௳を‶たして䛔ると⪃䛘、ㄆᐃを⏦ㄳ䛩る䚹 

 Ўॖࢽ(2)

⏦ㄳ者の得意ศ㔝としてスキル⇍㐩度ࢳェックシートにグ㍕した内ᐜの要約をྵめて、2㹼

3ⓒᏐ⛬度にලయ的かつ⡆₩にグ㍕する必要がある。そのためこれもඛにスキル⇍㐩度ࢳェ

ックシートを成させ、その要約をグ㍕するようにするとよい。 
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ᇹ≖ᇘ ӳᎍⅺ↸↝⇈⇯⇶⇊⇟ 
 

Ⅸᚘဒႎ↚แͳↈ↺Ⅹ 

࣭ㄳ書にグ入する内ᐜがከいため、స成に時間がかかることと、資格の合格証書や研ಟの

受ㅮグ㘓など用意する資ᩱがከく、᥈すのにᡭ間取って、時間をかけて準ഛを進める必要

がありましたので、⥾めษりまでの時間にవ⿱をᣢって準ഛをする必要があるとᛮいます。

（ITS FẶ） 
 

࣭⏦ㄳ書のస成には非常に時間がかかったため、シ࢜ࣜࢼస成から⣲案స成、本書స成、

ᰯṇ、者ࢳェックなど、 計⏬的に進めていく必要があった。（PM MẶ） 
 

࣭書き始めてみてᛮった以上に時間がかかるとわかったこと。（」㞧性要件の項目がᅛ定

のため、それに当てはまる事を⪃え、さらに⮬㌟の実⦼がアࣆールできるようまとめる

点に時間がかかりました）、あとは⥾ษ日が IPAヨ㦂の翌日ࡔったためです。ゝⴥにする

とゝうまでもないことですが、計⏬的にᇳ筆にとりかかることをアドバイスしたいです。

（ITS MẶ） 

 

ⅨIT ⇟⇓∑แ⇁༌ᛠↈ↺Ⅹ 

࣭業ົ経Ṕ書、ࢳェックࣜストをస成する前に、「ITスキル標準」を⇍ㄞし、⮬ศが⏦ㄳ

する業✀に求められているスキルレベルを理ゎすることがษࡔとᛮいます。⚾はこれを

しっかり行わない状態で、業ົ経Ṕ書、ࢳェックࣜストのグ㍕を始めてしまったので、一

通りグ㍕した後に、㔞のಟṇを行うことになりました。（ITS TẶ） 

 

࣭社内標準での表現ではなく、「ITスキル標準」の用ㄒで表現する事を意識しました。一

᪦、ᩥ❶をస成した上で、用した用ㄒが「ITスキル標準」で定められているか、意が

同ࡌであるかという点を意識して加筆ಟṇを行いました。（ITA O Ặ） 

 

Ⅸᅈٳѣ↧↝ӕ↹ኵ↮Ⅹ 

I࣭Tスキルをᐈほ的に評価できる社እㄽᩥやフォーラムㅮ₇などは、ࢹࣅ࢚ンスྵめ提ฟ

することができるため、合格に有に働くとᛮいます。⏦ㄳ者(ண定者ྵࡴ)は、特に意識

した社እ活動の取り組みが必要と⪃えます（PM SẶ） 
 

࣭プロフェッショࢼル㈉⊩のグ㍕内ᐜに書けることがᑡなく、グ㍕内ᐜもጇ当であるか

Ᏻでした。また、ලయ的な活動のࢹࣅ࢚ンスを求められるので、計⏬的にグ㘓をṧしてい

ないと㞴しいとឤࡌました（ITS MẶ） 

 

ⅨᎰᆔ⇁ॖᜤↈ↺Ⅹ 

࣭⫋✀を意識するようにしました。⚾は、ࢭキࣗࣜࢸで⏦ㄳしましたが、ついついアプ

 。シࣕࣜスト寄りになってしまいました࣌ーションスࢣࣜ

18 
 

2.5 ᢋࡇਦ⇧⇍⇩⇕⇝∞⇮ 

㐩成度指標ࢳェックシートはヲ⣽にグ述した 2 件の業ົ経Ṕ書について、ࣅジネス㈉⊩、

プロフェッショࢼル㈉⊩をクࣜアしているかを࣐ーク方ᘧでࢳェックするもの。 
ル㈉⊩（専門性࣭技術の継ᢎ࣭ࢼプロフェッショ、（ࢬイࢧ㈐௵性࣭」㞧性࣭）⫣ジネス㈉ࣅ

後進の⫱成）の計 6 項目について、業ົ経Ṕ書をㄞみ┤しながらࢳェックするとよい。 

 

2.6 ⇟⇓∑༌ᢋࡇ⇧⇍⇩⇕⇝∞⇮ 

スキル⇍㐩度ࢳェックシートは項目について、ලయ的にグ㍕する必要がある。この書

㢮になってくるとかなり⑂れが⁀まってくるとᛮうが、項目についてᡭをᢤかࡎしっか

りグ㍕してほしい。 
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スキル⇍㐩度ࢳェックシートは項目について、ලయ的にグ㍕する必要がある。この書

㢮になってくるとかなり⑂れが⁀まってくるとᛮうが、項目についてᡭをᢤかࡎしっか

りグ㍕してほしい。 
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21 
 

ؓᇿᎍ∝⇴⇌⇵⇌੩̓ᎍ 

 

࠙本⠍ᢸ当ࠚ 

୰㟁シーࢸーアイ 取⥾ᙺ人㈈㛤Ⓨࢭンࢱー㛗 ᯇ⏣ಙஅ（ITA） 

ఫ㟁ᕤ情報シスࢸムᰴᘧ会社 ᒸᓮᅄ㑻（ITA） 

࠙⏦ㄳ書ࣀウࣁウ提౪ࠚ 

 ୰㟁シーࢸーアイ イ䞁䝣䝷䝴ニット ᇶ┙シ䝇テ䝮㒊 䠥䠰䝕䝞イ䝇䠣 GL Ⲕ㔝ᮌ Ꮥᏹ䠄PM䠅 

 ྠ イ䞁䝣䝷䝴ニット 䝥䝷ット䝣䜷ー䝮䝉䞁䝍ー 䡹䢀䢖䡬䡸䢚 G 䡹䢀䢖䡬䡸䢚 T ᰝ ᐑୗ ಟ䠄PM䠅 

 ྠ 䝡䝆䝛䝇䝴ニット エ䝛䝹䜼ーシ䝇テ䝮㒊 䠥䠰シ䝇テ䝮䠣 ⅆ力䠰 TL ▼㯮 ಇᖾ䠄PM䠅 

 ྠ イ䞁䝣䝷䝴ニット ᇶ┙シ䝇テ䝮㒊 䡮䢙䢈䢓䡶䢙䡷䢕䡿䡤䢙䡴䢚 G GL ụ⏣ ె⿱䠄ITS䠄NW䠅䠅 

 ྠ 㟁力䠩䠯䝴ニット ゎᯒエ䞁䝆ニア䝸䞁グ㒊 ὶయ䠣 ゎᯒ䠰 ᑓ㛛ಀ㛗 ⸨ᮌ ୍㞝䠄ITS䠄NW䠅䠅 

 ྠ イ䞁䝣䝷䝴ニット 䝥䝷ット䝣䜷ー䝮䝉䞁䝍ー 䝛ット䝽ーク䠣 ᑓ㛛ಀ㛗 ㇏⏣ ኴྖ䠄ITS䠄NW䠅䠅 

 ྠ イ䞁䝣䝷䝴ニット 䡮䢙䢈䢓䡡䡺䡳䡩䢔䡿䡤䡷䡬䢇䢚䡹㒊 ሗᇶ┙Gお客さま䡷䢊䢛䡬䢀Tᰝ Ỉ㔝 ๛（ITS（SC）） 

 ྠ イ䞁䝣䝷䝴ニット 䡮䢙䢈䢓䡡䡺䡳䡩䢔䡿䡤䡷䡬䢇䢚䡹㒊 䡺䡳䡩䢔䡿䡤ᇶ┙䠣 SOTC TL ୰⏣ ᆂு䠄ITS䠄SC䠅䠅 

 ྠ 䝡䝆䝛䝇䝴ニット 䢇䢚䡸䢚䢄䡹䡸䡹䡿䢍㒊 䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀䡷䡬䢇䢚䡹G䡷䡬䢇䢚䡹㛤ⓎT TL ஂಖ ኊ୍㑻䠄ITS䠄SC䠅䠅 

 ྠ イ䞁䝣䝷䝴ニット 䡮䢙䢈䢓䡡䡺䡳䡩䢔䡿䡤䡷䡬䢇䢚䡹㒊 ሗᇶ┙Gお客さま䡷䢊䢛䡬䢀T ᑓ㛛ಀ㛗 ᐑ㒊 㯞㔛Ꮚ

䠄ITS（SC）） 

ὀ）GL:グループࣜーࢲ TL：ࢳームࣜーࢲ 

20 
 

࣭ᙺ㸻ࣜーࢲーを意識しました。「ۑۑした」ࡔと、ᢸ当者になってしまうので、「ۑۑ

するよう指♧した」や「ۑۑにẼをけるよう指導した」のような表現を用いました。（ITS 

K Ặ） 
 

࣭求められるものが⫋✀によって㐪うということです。⚾は ITS(SC)ですが、求められる

のはあくまで「技術」なのࡔと㠃接でᙉくឤࡌました。日常業ົでプロジェクト࣐ネージ

ࣕーを行っていると、どうしても࣐ネージメントの実⦼をアࣆールしがちࡔとᛮうので、

⫋✀で求められるスキルを意識してᇳ筆することが事ࡔとᛮいました。（ITS MẶ） 

 

Ⅸᚡλ૾ඥ↝දॖⅼ/⇛∙⇽∑↝༌ᛠⅩ 

࣭グ入方法のὀ意書きやࢧンプルを⇍ㄞし、 要求されているグ㍕方法を順守するように

しました。ᙧᘧഛで合格になってしまうのはとてもṧᛕなので。えば、「2.6 スキ

ル⇍㐩度ࢳェックシート」では、スキル項目ࡈとに、実⦼ 1か実⦼ 2かを᫂グし、とある

ので、以ୗのようにグ述をしました。 

    「実⦼ 1では、ۑۑをした。実⦼ 2では、ۑۑをした。」（ITS KẶ） 
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䠄ITS（SC）） 

ὀ）GL:グループࣜーࢲ TL：ࢳームࣜーࢲ 

20 
 

࣭ᙺ㸻ࣜーࢲーを意識しました。「ۑۑした」ࡔと、ᢸ当者になってしまうので、「ۑۑ

するよう指♧した」や「ۑۑにẼをけるよう指導した」のような表現を用いました。（ITS 

KẶ） 
 

࣭求められるものが⫋✀によって㐪うということです。⚾は ITS(SC)ですが、求められる

のはあくまで「技術」なのࡔと㠃接でᙉくឤࡌました。日常業ົでプロジェクト࣐ネージ

ࣕーを行っていると、どうしても࣐ネージメントの実⦼をアࣆールしがちࡔとᛮうので、

⫋✀で求められるスキルを意識してᇳ筆することが事ࡔとᛮいました。（ITS M Ặ） 

 

Ⅸᚡλ૾ඥ↝දॖⅼ/⇛∙⇽∑↝༌ᛠⅩ 

࣭グ入方法のὀ意書きやࢧンプルを⇍ㄞし、 要求されているグ㍕方法を順守するように

しました。ᙧᘧഛで合格になってしまうのはとてもṧᛕなので。えば、「2.6 スキ

ル⇍㐩度ࢳェックシート」では、スキル項目ࡈとに、実⦼ 1か実⦼ 2かを᫂グし、とある

ので、以ୗのようにグ述をしました。 

    「実⦼ 1では、ۑۑをした。実⦼ 2では、ۑۑをした。」（ITS KẶ） 
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